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「車両走行中の暴行被害」

【日時】２０１５年１０月８日（木）１２：３０頃
【場所】ビセンテ・ロペス市、ヘネラル・パス～Ｍ．Ｍ．Ｐａｄｉｌｌａ駅近傍地域
【被害】車両への暴行（フロントガラスを除く全ての窓ガラスが全損）
【怪我】ガラスの破片が目に入ったため、病院にて目の洗浄治療を受けた。
【概要】

邦人男性２名が社有車両でブエスアイレス市からビセンテ・ロペス市へ移動
中、ヘネラル・パスを降りた所で信号待ちしていたところ、バイクに乗った２人組
が不審に近づいてきた。このため、運転手（現地職員、３０代女性）が車を小移
動させつつ、クラクションを鳴らし続けたところ、バイクはどこかへ去って行った。
すぐに近くの警察派出所へ不審者から絡まれそうになった旨を伝え、その後職
場近くへ到着したところ、突然２人乗りのバイク３台（６人）に車の周囲を囲まれ、
男たちは猛然とスパナのような物で窓ガラスを叩き始めた。運転手が慌てて車
を発進させたところ、道路の突き当たり付近で車両が道を塞いでおり、一旦停
止する間にバイクが追いつき、窓ガラスを叩き割り続けた。運転手が停車車両
を車で押しのけながら道路を開放し、逃げようと再び車両を発進させたが男た
ちは執拗に追跡を続け、信号待ちの間に三度車両に暴行を加えてきた。運転
手は、車をぶつけながら無理矢理に他の信号待ちの車両を押しのけ、近くの
警察署に逃げ込んだところ、ようやく男たちは去って行った。



被害位置図

至 ブエノスアイレス市

拡 大

① ＡＶ．Ｇｅｎｅｒａｌ ＰａｚからＡＶ．
Ｍｉｔｒｅに出る交差点で信号待ちの
最中、２人乗りバイクに襲われそう
になったが、運転手がハンドルで
避けるとともにクラクションを鳴らし
たところ、バイクは去って行った。



現場周辺図

② 職場付近で車を停車し、１人が
降りたところでバイク３台に取り囲ま
れていることに気付いた。不審者が
走り寄ってきたため、邦人が慌てて
車内に戻ったと同時に、男たちは車
の窓ガラスを叩き割り始めた。身の
危険を感じたため車を発進。

③ 突き当たりに車が道を塞いで
いた（意図的かどうかは不明）ため、
クラクションを鳴らすも動かない。
この間に後方から追いついてきた
バイクが再び窓ガラスを叩き割り
続けたため、車両で道を塞いだ車
を押しのけ、通りに脱出した。

④ 更に追跡するバイクから逃
れようと車両を走らせたが、信
号待ちの車両により、再び停
車。またもバイクが追いつき窓
ガラスを破壊し続けたため、信
号待ちの車両を押しのけ脱出。
近傍警察署に駆け込んだ。



現場周辺及び被害車両写真

第１襲撃現場付近 第２襲撃現場付近

第３襲撃現場付近 被害車両



教訓事項等

【なぜ襲われたのか？（可能性の列挙）】
○ 交通トラブルによる報復の可能性

→ 執拗に追跡し暴行を加え続けたことから、トラブルに起因する逆恨みによる犯行の可能性。
○ 強盗又は誘拐目的の可能性

→ ブエノスアイレス市内から来た車両を待ち構え、強盗や誘拐目的で襲った可能性も否定で
きない。（フロントガラスを割らなかったのは、犯行後に車両を使う目的ありとの見方もある。）
○ 午前中から狙われていた可能性

→ 銀行に立ち寄っていたことから、金銭強奪目的で付け狙われていた可能性もある。

【～被害に遭わないために～（警備対策官コメント）】

事件当時、被害者は後部座席に乗っており、外から日本人が乗っているとは判別できなかったこ
とから、日本人や日本企業を狙った犯行の可能性は低いものと考えます。本事件における原因は
不明のままですが、何らかのトラブルや兆候があった際には、車両を止める前に、周囲を窺いつつ
付近を一周する等の着意を持つことが必要です。相手が銃器を所持しておらず、緊急的な身の危
険を感じた場合は、今回のように「車を止めることなく警察署等へ逃げ込む。」のも一案です。

【事件当時の細部状況等】
● 被害者は当日の午前中、ブエノスアイレス市内にて、銀行や弁護士事務所を訪ねていた。
● 被害に遭った時間は昼１２時３０分頃であり、人通りや車の通行も多い時間帯だった。

● 男たちは白昼堂々、人目を憚らず暴行を続け、全ての窓ガラス（フロントガラスを除く。）を叩き
割られた。
● 男たちはバイクで執拗に追いかけてきたが、銃器の類いは確認できなかった。
● 窓ガラスを破壊されたが、車内への侵入は許しておらず、物を盗まれることはなかった。



【大使館連絡先】

おわりに

○ 大使館代表
電話番号： （５４－１１）４３１８－８２００ メール：taishikan@bn.mofa.go.jp

○ 大使館領事部
電話番号： （５４－１１）４３１８－８２２０ メール：conbsas@bn.mofa.go.jp

○ 竹熊警備対策官兼副領事
電話番号： （５４－１５）５３２７－０２１７ メール：kenichiro.takekuma@mofa.go.jp

今回の安全情報についても、被害に遭われた方から積極的に情報提供していただいた
事により、詳細な情報を広く周知することができました。心より感謝申し上げます。

大使館としましては、引き続き治安関係情報の収集に努めるとともに、皆様の安全に関
わる情報について広く共有していきたいと考えております。

つきましては、被害の有無にかかわらず、邦人の安全に関わる情報がありましたら、大
使館までお寄せいただきますようお願い申し上げます。

（※ 特に、ブエノスアイレス近郊における危険地域（ビジャ情報や強盗多発地域情報等）
に関する情報がありましたら御一報いただけますと幸甚です。）


